
天満神社から見た沼地区の風景
真正面に城山が見える

館山市館山地区

沼区天満神社

企画：南総祭礼研究会　お問い合わせ：南総祭礼研究会（TEL.090-1531-5307）

　

沼
地
区
は
館
山
地
区
の
海
沿
い
に
位
置
す
る
海

と
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史
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の
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地
域
の
紹
介

自
慢
の
神
輿

浜
、西
原
の
三
地
区
か
ら
な
る
、七
二
〇
世
帯
程
の
地
域
で
す
。

　
「
沼
」の
地
名
は
、沼
沢
地
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
言
い
、明
治
時
代
に
は
、沼
地
区
周

辺
が
豊
津
村
と
名
付
け
ら
れ
、豊
か
な
港
に
な
ろ
う
と
言
う
意
味
合
い
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。近
隣
に

は
海
上
自
衛
隊
第
二
十
一
航
空
群
館
山
航
空
基
地
が
あ
り
ま
す
。丘
陵
部
に
は
遺
跡
が
数
多
く
、六
世

紀
代
の
土
製
模
造
品
に
象
徴
さ
れ
る「
沼
つ
と
る
ば
祭
祀
遺
跡
」、沼
の
大
寺
の
名
で
親
し
ま
れ
る
総
持

院
裏
山
の「
大
寺
山
岩
窟
墓
及
び
出
土
品
」等
が
有
名
で
す
。ま
た
、江
戸
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
地
元

沼
の
絵
師
・
勝
山
調
が
描
い
た「
ス
サ
ノ
オ
の
図
」が
あ
る
薬
師
堂
や
、石
塚
の
ヤ
グ
ラ
等
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
名
所
と
し
て
、県

指
定
天
然
記
念
物
の「
沼
サ
ン
ゴ

層
」や
、県
内
最
大
と
言
わ
れ
る「
沼

の
び
ゃ
く
し
ん
」、洞
穴
に
生
息
し

黄
金
色
に
輝
く「
ヒ
カ
リ
モ
」等
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、「
十
二
天
様
」と

　

沼
地
区
天
満
神
社
の

「
大
神
輿（
お
お
で
ん
）」

は
大
正
八
年
に
製
作
さ

れ
、館
山
地
区
で
は
一
番

大
き
く
重
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。背
の
高
い
者

が
前
に
、低
い
者
が
後
ろ

に
入
り
、太
い
四
本
棒
を

白
丁
と
浅
葱
色
の
鉢
巻

を
し
た
三
〇
人
か
ら
の

担
ぎ
手
が
埋
め
ま
す
。

　

彫
刻
は
房
州
後
藤
流

三
代
目
後
藤
義
光
の
手

に
よ
る
も
の
で
、一
木
彫

り
の「
鳥
居
に
絡
み
つ
く
龍
」を
は
じ
め
様
々
な
彫
刻
が
施
さ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、前
後
四
枚
の
扉
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
美

し
い
螺
鈿
細
工
の「
梅
鉢
」も
自
慢
の
一
つ
で
、こ
の
地
域
の
歴

史
と
伝
統
を
後
世
に
伝
え
る
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

近
年
で
は
平
成
二
十
三
年
に
、準
備
期
間
を
含
め
五
か
年
の

歳
月
を
費
や
し
、二
十
二
年
振
り
と
な
る
大
修
繕
を
行
い
、さ

ら
に
絢
爛
豪
華
な
神
輿
の
姿
に
蘇
り
ま
し
た
。そ
の
年
の
五
月

二
十
九
日
に
は「
神
輿

修
復
記
念
祭
」で
地
区

内
を
渡
御
し
地
域
の

方
々
に
お
披
露
目
を
し

て
い
ま
す
。

　
「
岡
沼
、西
の
浜
、西

原
」の
三
地
区
に
よ
り
維

持
・
継
承
さ
れ
た
、沼
地

区
自
慢
の
神
輿
で
す
。

三代後藤義光による
踊るような龍の彫刻鳥居に絡みつく三頭の龍の彫刻は一木彫りでの秀作

台座にはめ込まれた獅子と牡丹

螺鈿細工が施された扉

崇
拝
さ
れ
て
い
る
十

二
天
神
社
周
辺
の
景

観
や
風
情
は
、未
来
へ

遺
し
た
い「
心
の
風
景

遺
産
」に
し
た
く
な
る

よ
う
な
エ
リ
ア
で
す
。
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